
令和３年３月
高岡市民病院事務局

令和２年度高岡市民病院経営懇話会の概要
１　日　　　時　　　令和３年３月11日（木）午後４時～午後５時15分
　　　　　　　　　　

２　場　　　所　　　高岡市民病院講義室
３　出　席　者　　　・高岡市民病院経営懇話会委員
川　渕　　孝　一　氏（座長）
成　瀬　　隆　倫　氏

河　村　　拓　栄　氏　　　
川　渕　　郁　子　氏
髙　木　　法　子　氏

　　　　　　　　　　・事務局
薮下院長、山川理事・副院長、伊藤副院長、米山看護部長
崎事務局長、新田総務課長、長田医事課長
４　協議事項　　

　(1)　第IV期中期経営計画の進捗評価（令和元年度分）について 
(2)　第V期中期経営計画（案）について
５　委員からの主な意見・質問及び病院の答弁
（１）第IV期中期経営計画の進捗評価（令和元年度分）について
〔質問〕

①　評価指標①の1-2「3 転倒・転落発生率及び負傷率」について、H26は1.07‰であったのに対し、R1には2.51‰と二倍以上増加しているが、理由は。

〔回答〕
　患者の身体抑制を成るべく行わない取り組みの結果、数値が上がったものである。
「患者を縛っておけば、転ばない」というのでは意味がなく、患者に対しての拘束をなるべく排除し、自由に動いてもらうことで、ADL(日常生活動作)をできるだけ落とさずに退院していただきたいと考えている。結果として、数値は上昇しているが、ベンチマークの数値は下回っている。これ以上に数値が上がらないように取り組んで参りたい。
〔意見〕
②評価指標②「経営の安定」については、新型コロナウイルス感染症の影響がある中でも、経営の安定のため、IT化などの施策を講じながら、更なる経費削減を進めていく必要がある。
（２）第V期中期経営計画（案）について
〔質問〕
①一般的な中期経営計画では人件費が下がる傾向にある。理由はIT化等による業務効率化によって人件費の削減を見込むことによるものであるが、高岡市民病院の中期経営計画では人件費の削減傾向がみられないが、見解は。
〔回答〕
病院の医療業務は人が揃ってこそ可能であるという面があるため、IT化が直ちに進み、人件費が大幅に下がることは見込んでいないが、IT化可能な業務については、進めていきたいと考えている。
〔質問〕
②「オンライン資格認証システム」を皮切りに、マイナンバーカードやマイナポータルを利用した、処方状況、検診データ等の患者情報の共有についても今後、推進されるものと考えている。また、電子カルテの標準化も進んでいくと思われる。電子カルテの更新にあたっては、こうした流れを見据えているのか。
〔回答〕
現在の電子カルテは平成25年から平成26年にかけて導入したものである。令和５年に導入するものはこの間の技術の進歩に対応した、最新の仕組みを備えたものを導入したいと考えている。
〔質問〕
③医師不足にある診療科もあるなか、医師の有給休暇10日間取得の実現には困難もあると思うが、見解は。
〔回答〕
　有給休暇取得日数に関しては職種間で差がある。取得率が低いのは医師と事務職となっており、人員が少ない部門ほど有給休暇が取得できていない現状がある。

2024年から医師の働き方改革が開始されることとなり、時間外労働時間上限規制のため、例えば、２次救急当番の後には医師に休暇を与える、大学病院からの派遣による日宿当直やオンコール体制は無くなる等といわれている。これらは当院だけの問題ではないが、救急体制の維持にもかかわる難しい問題であり、医師の働き方や今後の体制については総合的に考えていかなければならないと思っている。
〔質問〕
④研修医が就職する病院を選ぶにあたって初期研修は非常に重要であるが、ダヴィンチ手術の見学などを企画し、アピールしてはどうか。
〔回答〕
　医学生が病院を選ぶ理由は先輩からの口添えが一番大きいと考えている。当院では、富山大学、金沢大学のたすき掛け研修医をできるだけ受入れる取り組みを行っており、少しずつ研修医の受け入れ実績も増えてきたところである。
　ダヴィンチ手術の見学については今後検討していきたい。
〔質問〕
⑤持続可能な病院経営のための病床数の適正化について計画されている一方で、入院患者数が回復するという予測もされているが、病床数の削減は入院患者の減少につながるのではないか。
〔回答〕
　急性期病床は高岡医療圏において過剰な状態となっている。地域医療構想においても、病床数を削減すべきとされており、これらを踏まえ、当院は平成26年の476床から現在の401床まで計75床の削減をしてきた経緯がある。
現在、病床数の削減を検討しているのは産科病棟である３階東病棟であるが、元来、病床利用率が低い病棟であったことから、病床の削減と併せて、妊産婦のニーズに応えられるように改修を計画しているものである。

妊産婦がお産の際に病院を選ぶ理由は、医師や助産師等の人的要件よりも、個室であることや、シャワー室や分娩室が奇麗であること等の環境要因が大きいため、個室を増やす等、妊産婦への快適な環境を作りたいと考えている。
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